
14 コ ー ンハ ーベ ス タの 共 同lll用の 条 件

1 背 景と特徴

多頭化を伴 身通年サイレージ方式や倒伏に強い多収品種の出現、それ7C大型機械、特にコー

ンハーペスターの普及により、サイレージ用 トウモロコンが見直されてとている。牧草とりも

高 TDN生 産が容易で、サイレージ適正が大きく、また、瑞作および糞尿対策として今後作付

増が期待される。 しかし、 ト ウモロヨンは、労働集約的作物であり、作付拡大にあたっては、

ヨー/ハ ーペスタなどの高能率機械の共同利用、共同作業が前提となる。 ここでは、コー/ハ

ーペスメ共同利用のための集団の規模と構成農家の条件について明らかにしたので参考に資す

る。

2 技 術の内容

集団の規模 と構成農家の条件

構 成 声 数
組作業の関係から戸数が少ないと組人員不足、能率低下、

戸数が多いと余剰労力の発生、まとなり困難
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機械稼動から最大負担面積は表 4で算出

最低必要面積は収後コス トから図 1で算出

労働の量的、質的改善表 3で算出

〔集団作業 日数≦作付面積/夫 婦 2人 1日以種面積 〕
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組作業方法 (52年 )

人数

使 用 機 械
＼

＼

オ ペ レー タ ー 3

業  員

作業能率の比較

トラク ター5 0 P  S

コー ンハ ーベス タ

トラクターフゴ/

2台 体系
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岸メk中 害J

6名 ＼ 、

ベル トヨンペ アー

岸メ氏 中割終了後話込及び達般車誘

導 1名、踏圧 5名

ヨー/ハ ーペスター導入前 (51年 )| ヨー/ハ ーペンター導入後 (52年 )

作 業 手 段 110a当 名り時間 作 業 手 段 10a当 た り時間

メJ

作業項目

言セ

1日当たり処理面積
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13人 の組作業

で1.62時間

21.06時間

ヨー / ハ ー ペ ス タ ー

ベ ル ト コ ン ペ アー

オペ 3人、作業

員 6人 の組作業

で0.74時間

6.66時FHD

運

討

1日当た り処理面積は実働 G時間で算出

コーンハーベスター 1台当たり負担面積
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品種 20日 向 2品 種紅合せ

デーダから降雨による作業困難な日数
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最低必要面積④ X ①

④ X① /作 付規1真 7.0砕 7.0"

トウモロコシ生産ヨス ト(新 1農 家の事夕J)10a当 た り  S・ 52年
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1日 当た り作業能率は表 3を 参照しれ
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調査集団農家にかける輸作の事夕|

1 年 目 2年 目 1 3牟 目 | 二年 目 5 年 目

十牧革

トウモロヨン

十牧革

草

革

ュt空型:

トウモロコン

牧

トウモロヨン

シ 十牧 草
牧

牧

用

数
担購

牧草十カプ トウモロヨン

革
1 牧

草 牧草十カプ高王「荏蒐
十牧車

固場 6区 分による6年輪作

トウモロヨン収後作業にかかる固定費 (賞却気 イ参理費、
・
資本利子 )

1

種 類
1 台

数 “人 価 格 年 償 却 費

201  1)500,000 1 8 1  168,750

loo l  l,370,000 1  5 1   拠 6,600

2 1  930,0001 401  372,000 1 41   66,960

晶轡1負 額1堅

鋤 的01 5 0 1  2岬 ∞ 1 5 1  緯 セ ∞ェ
1  480,0001 50~~下 十~丁

1~L十一~J~上   上 _|_5第 ,型__

修 理 費 (負担額の3砕 )

資本利仔 (負担額の4")

104,460

139,280

言+  769,250
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3 指 導上の留意点

調査対象は、耕地は平坦で団地化されている集団であり、適用にあたっては、現地の立地条

件 。経営条件をよく検討する必要がある。

4 関 連試験詠題名

昭5 2 ～ 5 3

水田地帯における集団的板合経営の青威

一岩手農試との共同研究一

5 参 考資料
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